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(57)【要約】
【課題】バルブピッチを小さくすることが可能な内燃機
関を提供することを課題とする。
【解決手段】それぞれにラッシュアジャスタの挿入され
る複数の穴が表面に設けられたシリンダヘッドと、前記
シリンダヘッドの表面から前記シリンダヘッドに挿入さ
れるプラグチューブと、を具備し、前記シリンダヘッド
の表面から前記プラグチューブの挿入方向に向かうにつ
れて、前記穴は前記プラグチューブに近づくように傾斜
し、前記シリンダヘッドの表面から前記穴の前記プラグ
チューブの挿入方向側の端部までの距離は、前記シリン
ダヘッドの表面から前記プラグチューブの挿入方向側の
端部までの距離より大きい内燃機関。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれにラッシュアジャスタの挿入される複数の穴が表面に設けられたシリンダヘッ
ドと、
　前記シリンダヘッドの表面から前記シリンダヘッドに挿入されるプラグチューブと、を
具備し、
　前記シリンダヘッドの表面から前記プラグチューブの挿入方向に向かうにつれて、前記
穴は前記プラグチューブに近づくように傾斜し、
　前記シリンダヘッドの表面から前記穴の前記プラグチューブの挿入方向側の端部までの
距離は、前記シリンダヘッドの表面から前記プラグチューブの挿入方向側の端部までの距
離より大きい内燃機関。

　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は内燃機関に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内燃機関のシリンダヘッドにはプラグチューブおよびラッシュアジャスタが設けられる
（例えば特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第２０１１／１２５１９４号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　プラグチューブとラッシュアジャスタとの間に隙間を確保するためには、ラッシュアジ
ャスタを挿入する穴とプラグチューブとの距離を大きくすればよい。この場合、複数の穴
の間の距離も大きくなる。この結果、バルブ間の距離（バルブピッチ）を小さくすること
が困難であり、シリンダヘッドを小型化することも難しい。
【０００５】
　そこで、バルブピッチを小さくすることが可能な内燃機関を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的は、それぞれにラッシュアジャスタの挿入される複数の穴が表面に設けられた
シリンダヘッドと、前記シリンダヘッドの表面から前記シリンダヘッドに挿入されるプラ
グチューブと、を具備し、前記シリンダヘッドの表面から前記プラグチューブの挿入方向
に向かうにつれて、前記穴は前記プラグチューブに近づくように傾斜し、前記シリンダヘ
ッドの表面から前記穴の前記プラグチューブの挿入方向側の端部までの距離は、前記シリ
ンダヘッドの表面から前記プラグチューブの挿入方向側の端部までの距離より大きい内燃
機関によって達成できる。
【発明の効果】
【０００７】
　バルブピッチを小さくすることが可能な内燃機関を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１（ａ）はエンジンのプラグチューブ付近を拡大した平面図である。図１（ｂ
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）は図１（ａ）の線Ａ－Ａに沿った断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して本実施例のエンジン１００（内燃機関）について説明する。図１
（ａ）はエンジン１００のプラグチューブ２０付近を拡大した平面図である。図１（ｂ）
は図１（ａ）の線Ａ－Ａに沿った断面図である。Ｚ方向はプラグチューブ２０の軸心方向
であり、＋Ｚ側がプラグチューブ２０の挿入方向（燃焼室４０側）である。ＸＹ平面はシ
リンダヘッド１０の表面１０ａの広がる方向である。Ｘ方向およびＹ方向はそれぞれ穴１
２の配列方向であり、Ｚ方向に直交する。Ｘ方向とＹ方向も直交する。エンジン１００は
例えばガソリンを燃料とする直列エンジンであり、自動車に搭載される。
【００１０】
　図１（ａ）および図１（ｂ）に示すように、エンジン１００のシリンダヘッド１０には
、１つの気筒に対して４つの穴１２およびプラグチューブ２０が設けられている。プラグ
チューブ２０は表面１０ａから＋Ｚ方向に向けて、シリンダヘッド１０に圧入されている
。プラグチューブ２０には、不図示の点火プラグが挿入される。
【００１１】
　図１（ｂ）に示すように、シリンダヘッド１０には燃焼室４０が設けられている。吸気
バルブ３４が開弁すると、吸気通路４２を通じて燃焼室４０に空気が供給される。点火プ
ラグにより空気と燃料との混合気が燃焼する。排気バルブ３６が開弁すると、燃焼室４０
と排気通路４４とが連通し、燃焼により発生した排気ガスは排気通路４４を通じて車両の
外部に排出される。なお、図１（ａ）ではロッカーアーム３２、吸気バルブ３４および排
気バルブ３６の図示は省略した。
【００１２】
　穴１２はシリンダヘッド１０の表面１０ａに開口している。４つの穴１２のそれぞれに
はラッシュアジャスタ３０が挿入される。ラッシュアジャスタ３０の一端はロッカーアー
ム３２の一端に接触する。ロッカーアーム３２の他端は吸気バルブ３４または排気バルブ
３６に接触する。ラッシュアジャスタ３０は例えば油圧式ラッシュアジャスタであり、ロ
ッカーアーム３２を支持することで、ロッカーアーム３２と吸気バルブ３４または排気バ
ルブ３６との間のクリアランスを調整する。
【００１３】
　図１（ｂ）に示すように、穴１２およびラッシュアジャスタ３０は、シリンダヘッド１
０の表面１０ａからプラグチューブ２０の挿入方向（＋Ｚ方向）に向かうにつれて、プラ
グチューブ２０に近づくように傾斜している。２つの穴１２はＸＺ平面においてＶ字を形
成するように設けられている。Ｚ方向において、穴１２の一つの端部１２ａは、プラグチ
ューブ２０と重なる。表面１０ａから穴１２の＋Ｚ側の端部１２ｂまでの距離Ｄ１は、表
面１０ａからプラグチューブ２０の＋Ｚ側の端部２０ａまでの距離Ｄ２より大きい。
【００１４】
　本実施例によれば、図１（ｂ）に示すように、シリンダヘッド１０の表面１０ａから＋
Ｚ方向に向かうにつれて、穴１２はプラグチューブ２０に近づくように傾斜している。ま
た、表面１０ａから穴１２の＋Ｚ側の端部１２ｂまでの距離Ｄ１は、表面１０ａからプラ
グチューブ２０の＋Ｚ側の端部２０ａまでの距離Ｄ２より大きい。このため、図１（ａ）
に示した隣り合う穴１２の端部間の距離（ラッシュアジャスタ３０間の距離）Ｄ３を小さ
くすることができる。これにより、バルブピッチ（吸気バルブ３４と排気バルブ３６との
距離）Ｄ４も小さくすることができる。したがってシリンダヘッド１０を小型化すること
ができる。
【００１５】
　ラッシュアジャスタ３０とプラグチューブ２０との干渉およびラッシュアジャスタ３０
同士の干渉が生じない程度まで、距離Ｄ３を小さくすることができる。例えば、Ｚ方向に
おいて穴１２の端部１２ａがプラグチューブ２０と重なる程度まで、距離Ｄ３を小さくす
る。
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【００１６】
　また、バルブ径（吸気バルブ３４先端部の径Ｄ５および排気バルブ３６先端部の径Ｄ６
）を大きくしても、シリンダヘッド１０を大型化は抑制される。すなわち、バルブ径を大
きくすることで、エンジン１００の出力および燃費などの性能を高めることができ、かつ
シリンダヘッド１０の大型化を抑制することができる。
【００１７】
　本実施例ではＸ方向に並んだ２つの穴１２について説明したが、Ｙ方向に並んだ２つの
穴１２間の距離を小さくすることも可能である。このため、例えば２つの吸気バルブ３４
間の距離および２つの排気バルブ３６間の距離を小さくすることもできる。
【００１８】
　穴１２は２つ、３つ、または５つ以上でもよい。シリンダヘッド１０に設けられるバル
ブの数に応じて穴１２の数を変えることができる。複数の穴１２のそれぞれにラッシュア
ジャスタ３０が挿入される。
【００１９】
　本実施例は直列エンジンを例としたが、例えば水平対向エンジンおよびＶ型エンジンに
も適用可能である。いずれのエンジンにおいても、穴１２がプラグチューブ２０に近づく
ように傾斜し、シリンダヘッド表面から穴１２の燃焼室側の端部までの距離が、表面から
プラグチューブ２０の燃焼室側の端部までの距離より大きければよい。
【００２０】
　以上本発明の好ましい実施形態について詳述したが、本発明は係る特定の実施形態に限
定されるものではなく、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲内において、種
々の変形・変更が可能である。
【符号の説明】
【００２１】
　１０　　　　　　　　　　　シリンダヘッド
　１０ａ　　　　　　　　　　表面
　１２　　　　　　　　　　　穴
　１２ａ、１２ｂ、２０ａ　　端部
　２０　　　　　　　　　　　プラグチューブ
　３０　　　　　　　　　　　ラッシュアジャスタ
　３２　　　　　　　　　　　ロッカーアーム
　３４　　　　　　　　　　　吸気バルブ
　３６　　　　　　　　　　　排気バルブ
　４０　　　　　　　　　　　燃焼室
　４２　　　　　　　　　　　吸気通路
　４４　　　　　　　　　　　排気通路
　１００　　　　　　　　　　エンジン
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